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CMOSｲﾒ-ｼﾞｾﾝｻは､画素に様々な付加回路の集積化が容易であり､ CCDｲ

ﾒ-ｼﾞｾﾝｻでは実現できないような撮像機能の向上や高機能化が可能であり､広い

応用分野が期待される｡本研究では､強度変調した光源の変調成分を検出する下記二

方式のCMOSｲﾒ-ｼﾞｾﾝｻを開発することにより､外乱光の影響を除去した対象
物体の撮像を可能にする｢変調光成分撮像｣､および光の変調^oﾀ-ﾝにID情報を

重畳して撮像と同時にID受信を可能にする｢ID受信｣という新しい機能の実現を目
的とした｡

【匪り分け転送方式による変調光成分撮像CMOSｲﾒ-ｼﾞｾﾝｻの研窒】
これまでに､複雑な回路を用いることなく変調光成分を検出できる､振り分け転

送方式による変調光成分撮像を実証してきたが､画質向上のためにﾉｲｽﾞ低減が重

要な課題となっていた｡本研究では､変調光成分撮像の画質向上を目的として感度

向上や画素内出力ばらつきを低減するための画素構造の改善､ﾉｲｽﾞ低減回路の導
入､ｶﾗﾑAD変換回路の集積化等を行い､変調光成分撮像用128×128画素cMOS

ｲﾒ-ｼﾞｾﾝｻを設計･試作を行った.その評価の結果､暗時の出力ばらつきoへ.1%
以下を達成し､良好な変調光成分画像の取得に成功した｡

【亜分嶺域高速読み出し方式叫】
本研究では､光源の変調ﾊﾟﾀ-ﾝにID情報を重畳し､通常撮像と同時にID受信

を可能にするID受信用CMOSｲﾒ-ｼﾞｾﾝｻの研究開発を目的とした｡これまで

報告されているID受信ｲﾒ-ｼﾞｾﾝｻでは画素ｻｲｽﾞや消費電力の増大が大きな
間題となっている｡ここでは､ ID受信方式として部分領域高速読み出し方式を考

案し､携帯端末への搭載を考慮して簡単な画素構成ながらも低消費電力でID受信

が可能なCMOSｲﾒ-ｼﾞｾﾝｻを目指した.この方式により､ 30 B'sで320×240

画素の画像を撮像しながら､ 5×5画素のID受信嶺域を最大7つ同時に1,2bo fps
での高速読み出しが可能になった｡提案したID受信方式に基づき､新たにCMOS

ｲﾒ-ｼﾞｾﾝｻを設計･試作し､その性能を評価したoこのｾﾝｻにより､ 30fps
で通常撮像を行いながらID受信領域を1,200 fpsで高速に読み出し､ 400 Hzで変
調した8･bitのID受信に成功した｡ｾﾝｻ単体の消費電力は3.6mWであり,実用
的な携帯端末への搭載が可能な値にまで抑えることができた｡

さらに,開発したID受信ｾﾝｻの応用としで情報家電用ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀ-ﾌｪｲ

ｽを提案したoこれは､情報家電から送信される機器の識別信号を受信し､機器に
対応したｱｲｺﾝを通常画像上に重ねて表示することによって視覚的な機器操作が

可能な新しいｼｽﾃﾑであるo本研究においてﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑを構築し,機

能実証を行った｡以上




